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OntheRelationshipbetweenOccurrenceoftheBacterialSoftRotofCyclamen
(CyclamenpersicumMill.)andPopulationofCausalBacteria
(Erwiniacarotovora)intheSoil
NaomichiWATANABE
ThisrepOrtdescribedtherelationshipbetweentheoccurrenceofbacterialsoftrot
andthepopUlationofcausalbacteriainsoilaroundthebulbintheglasshouse・
Measurementofsoftrotbacterialpopulationwasdeterminedbydilutionplatecounts
withtheModi丘edDrigalski'smedium.Theresultofexperimentwasasfollows:
Bacterialsoftrotofcyclamenshowsatendencytooccurinmanystocksatthetime
o{morethan350×10acells/gofdriedso三1,withinthirtydaysafterthattime,in
regardtothesoftrotbacterialpopulationinsoi1.Bytheway,anotherexper三ment
wascarriedouttoexaminetherelationshipbetweentheoccurrenceofbacterialsoft
rotofcyclamen,thepopulatio皿ofcausalbacteriaontheleaf,surfaceandairtempera-
tureintheglasshouse.Bacterialsoftrotofcyclamenbrokeoutinmanystocksat
theperiodfromtelltoth三rtydaysafterthet三meofmorethan100cells/leaf.Relat・
ingtoaverageairtemperatureof5-daysmean,occurrenceofbacterialsoftrotspread
attheperiodofover25C,andparticularlythespreadofbacterialsoftrotwas
observedconcentrativelyinearlyautumnperiodofslightlyIowerairtemperature
(24～25C)thanthatinmidsummerperiod(31～32C).
シクラメン軟腐病 は急性伝染病 であ り,か つ病原細菌はいわゆるSoil・borneであ るため防 除
は きわめて困難であ る。 シクラメン軟腐病 に関す る研究報告1)3)5)は少ない。 その発生生態や感染
機 構を明 らかにす ることは防除の有力な手掛か りにな るが,こ こでは本病の発生 と土壌中の病原
細菌数 との関連を調べ,参 考 としてシクラメ ン葉面上の病原細菌数 と栽培環境 としての気温を調
べ た。 この試験は本学 農学 部の温室で行 った。
材料と方法
供試 した シクラメソの品種はSalmonscarlet種であ り,種 子は9月 下旬に播種 し,翌 年の3
月中旬に第1回 目の移植,4月 中旬に10.5cm鉢に第2回 目の 移植(鉢 上げ),5月 中旬に15
cm鉢 に第3回 目の移植(定 植)を 行 った。 この よ うに生育 した シクラメン100鉢を本試験 に使
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用 した。土壌中の細菌数の測定は変法 ドリガル スキー培地4)を用いて希釈平板法2)で行 った。土
壌の採集は100鉢か らランダムに20鉢を選び,球 根周囲の土壌 を2～39ず つ取 り,よ く混合 し
て試 料 とした。 また葉面 ヒの軟腐病菌の検出法は滅菌水10ml中 に滅菌 した筆を用いて ラ ン ダ
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Fig.1Populationofcausalbacteriainsoilandincidenceofthebacterial
softrotofcyclamen
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ムに40葉を洗い入れ,これを原液 として,そ れぞれ前記の方法で分離し,定量した。温室内の気
温はバイメタル自記温度計とルサフォー ド最高,最 低温度計を用いて測定 した。夏の期間は極端
な高温を避けるために室内に寒冷紗1枚 を張って遮光栽培をした。
結果と考察
土壌中の病原細菌数と軟腐病発生との関係は第1図 の通 りである。土壌中の病原菌数は増減を
繰り返 しており,軟腐病発生との関連は乾土19当 りの病原細菌数が350×103以上に増加して,
以降30日間内に病気の多発生する傾向が認められた。 また葉面上の病原細菌の検出は3回あった
が,検 出後に病気の多発生が認められた。おおむね植物病害の防除対策としては治療法より予防
法が多く用いられているので,土壌中や葉面上の病原菌数の動向を明らかにすることは防除対策
上有効であると思 う。それに病害発生程度と病原細菌数との関連が究明できれば病害発生予察が
可能となる。第2図 は気温と軟腐病発生との関係を示 したものであるが,平均気温の半旬平均が
25。Cを越えている期間に発病が多く,特に31～32。Cの盛夏高温期間よりは,24～25。Cに気温
がやや低下 した初秋期間に集中して病気の多発生があった。
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